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初
日
の
７
日
に
は
、
６
月
定
例

会
以
降
の
諸
般
の
報
告
、
例
月
出

納
検
査
結
果
報
告
、
ま
た
、
人
吉

球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
で
は
、
ま
ず
財
政
健
全
化

法
に
よ
り
財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
比
率
に
つ
い
て
、
柳
詰
村
長

か
ら
報
告
が
あ
り
、
平
成
26
年
度

の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
、
い
ず
れ
の
比
率
も

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
球
磨
村
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
４
件
の
決

算
認
定
の
上
程
後
、
豊
永
征
介
代

表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
結
果

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
財
産
処
分
関
係
１

件
、
条
例
関
係
２
件
、
平
成
27
年

度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

の
補
正
予
算
関
係
４
件
、
工
事
請

負
契
約
の
変
更
１
件
、
議
員
発
議

と
し
て
、
「
安
全
保
障
関
連
２
法

案
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見

書
案
１
件
、
合
計
15
議
案
を
上
程

し
ま
し
た
。
「
安
全
保
障
関
連
２

法
案
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
の
内

に
採
決
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で

９月
定例会
９月
定例会

可
決
。
意
見
書
は
、
国
会
等
関
係

者
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

11
日
と
17
日
に
は
、
一
般
質
問

を
行
い
、
田
代
議
員
、
多
武
議

員
、
小
川
議
員
、
舟
戸
議
員
、
嶽

本
議
員
、
髙
澤
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。
（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
～

11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

平
成
26
年
度
の
決
算
認
定
で

は
、
全
議
員
を
委
員
と
す
る
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付

託
さ
れ
た
全
決
算
の
認
定
を
決
定

し
ま
し
た
。
（
詳
細
は
、
４
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

再
提
案
を
含
む
全
議
案
を

審
議
・
可
決

　

最
終
日
の
18
日
に
は
、
平
成
26

年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算
及
び

特
別
会
計
５
件
の
決
算
に
つ
い

て
、
田
代
委
員
長
が
決
算
特
別
委

員
会
の
結
果
を
報
告
、
賛
成
多

数
に
よ
り
い
ず
れ
も
認
定
し
ま

し
た
。

　

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
村

有
林
の
伐
採
等
を
森
林
組
合
に
委

託
す
る
事
業
。
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

条
例
関
係
で
は
、
個
人
識
別
の

番
号
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
番

号
法
）
が
施
行
さ
れ
、
村
の
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
等
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
村
の
手
数
料
条
例
改
正

も
番
号
法
の
施
行
、
住
民
基
本
台

帳
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
関
係
で
は
、
初
日
に

上
程
し
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
で
内
容
の
一
部
撤
回
に

よ
り
、
再
提
出
さ
れ
た
平
成
27
年

　

第
５
回
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
財
政

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
５
件
、
条
例
改
正
２
件
、

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
４
件
、
財
産
処
分
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、「
安

全
保
障
関
連
２
法
案
」
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
案
の
15
議
案
を
初
日
に
上
程
し
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
は
、昨
年
に
引
き
続
き
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
委
員
会
で
の
質
疑
と
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
が
登
壇
し
、
各
種
施
策
や
行
政
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
18
日
に
は
、
議
会
会
議
規
則
の
改
正
等
２
件
、
追
加
上
程
の
選
任
同
意
２
件
、
当
初
上
程
の
一

般
会
計
補
正
予
算
の
撤
回
に
伴
う
再
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む
全
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
案
を
認
定
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
法
に
よ
る
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の

選
挙
も
行
い
ま
し
た
。

太陽光発電システムに4,675万円
役場庁舎と神瀬福祉センター

「たかおと」に



番　　　号 件　　　　　　　　　　　名 審議結果

報 告 第 ３ 号 平成26年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 報　告

認 定 第 １ 号 平成26年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定

認 定 第 ２ 号 平成26年度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定

認 定 第 ３ 号 平成26年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定

認 定 第 ４ 号 平成26年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定

認 定 第 ５ 号 平成26年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定

議 案 第 2 9 号 財産処分について 原案可決

議 案 第 3 0 号 球磨村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 案 第 3 1 号 球磨村手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 案 第 3 2 号 平成27年度球磨村一般会計補正予算について 撤　回

議 案 第 3 3 号 平成27年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議 案 第 3 4 号 平成27年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

議 案 第 3 5 号 平成27年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決

議 案 第 3 6 号 工事請負契約の変更について 原案可決

議 案 第 3 7 号 平成27年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決

発 議 第 ２ 号 「安全保障関連２法案」の慎重審議を求める意見書案 原案可決

発 議 第 ３ 号 球磨村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決

発 議 第 ４ 号 球磨村議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決

同 意 第 ２ 号 球磨村教育委員会委員の選任同意について 原案同意

同 意 第 ３ 号 球磨村監査委員の選任同意について 原案同意

平成27年９月定例会　議案等の審査結果
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度
の
一
般
会
計
並
び
に
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
及
び
簡
易
水
道

の
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
も
の
は
、
役

場
庁
舎
と
神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た

か
お
と
に
蓄
電
池
を
備
え
た
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
計
画
に

伴
う
委
託
料
と
工
事
請
負
費
で
４

６
，７
５
４
千
円
な
ど
、
合
計
１

６
９
，８
９
４
千
円
を
追
加
、
歳

入
歳
出
総
額
３
，６
１
４
，９
３
３

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
は
、
役
場
庁
舎

裏
山
の
急
傾
斜
地
対
策
工
事
に
お

い
て
、
施
工
数
量
の
減
に
よ
る
契

約
額
の
変
更
に
伴
い
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
会
議
規
則
の
改
正
は
、
議

員
が
出
産
の
場
合
、
欠
席
の
届
け

出
を
新
た
に
規
定
す
る
も
の
、
ま

た
、
議
会
傍
聴
規
則
の
改
正
は
、

議
会
傍
聴
の
際
に
持
ち
込
み
禁
止

の
「
つ
え
」
を
削
除
す
る
も
の

で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

人
事
関
係

　

村
の
特
別
職
で
あ
る
教
育
委
員

会
委
員
及
び
監
査
委
員
に
つ
い

て
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
同
意

を
追
加
上
程
し
、
次
の
方
を
全
会

一
致
で
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

・
教
育
委
員
会
委
員

　

大
岩
幸
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
大
岩
地
区
）

・
監
査
委
員

　

豊
永
征
介
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
山
口
地
区
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

の
選
挙

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議

会
で
指
名
推
薦
に
よ
る
選
挙
を

行
い
次
の
方
を
当
選
人
と
定
め

ま
し
た
。

・
委
員

　

西　

仁
吾
さ
ん
（
水
篠
地
区
）

　

今
村
茂
喜
さ
ん
（
島
田
地
区
）

　

栁
詰　

明
さ
ん
（
柳
詰
地
区
）

　

伊
高　

寛
さ
ん
（
伊
高
瀬
地
区
）
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平成26年度決算を認定しました平成26年度決算を認定しました平成26年度決算を認定しました平成26年度決算を認定しました
決算審査特別委員会を設置決算審査特別委員会を設置決算審査特別委員会を設置決算審査特別委員会を設置

　平成26年度の一般会計や特別会計をより詳しく審査するため、議員全員で構成する決算審査特別委員会を設置
しました。委員長に田代利一委員、副委員長に多武義治委員を選出し、９月８日から９日までの２日間、執行部
より提出された決算書並びに関係資料と各担当課の説明を求めながら審査を実施しました。
　なお、決算特別委員会でまとめた主な意見は次のとおりです。
総務課では
　①　村が運営するコミュニティバスについては、利用客の状況に応じて便数などの検討を行い、費用対効果を
　　高めるとともに更なる利用促進につなげていただきたい。
　②　地区担当職員制度については、災害などへの迅速な対応が可能となるよう、地域に根差した担当職員の配
　　置と組織体制の更なる検討を願う。
　③　住宅使用料や情報通信料については、不納欠損とならないよう万全の措置を願う。
税務課では
　①　不納欠損の事務処理について、十分な調査と対応策の検討を願う。また徴収の可能性がある場合は、特に分
　　納誓約書といった、あらゆる対策をとってもらうなど、税の公平負担を基本に考えて頂きたい。
企画振興課では
　①　美しい村づくりに関する施策について、雇用、景観整備などメリットも大きいが、税の有効な使い方とし
　　て、美しい村づくりの将来性をどのように広げていくのか、住民への更なる周知を図って頂きたい。
　②　「一勝地温泉かわせみ」の指定管理料として支払われている委託料については、基金を財源とされている
　　が、財政運営と基金目的の両面から今後とも十分な検討を願う。また、村からの経費支出については、内容の
　　十分な把握及び取りまとめを願う。
住民福祉課では
　①　保育料の収納未済金については、滞納者へ納付の働きかけを引き続き実施されるとともに、今後とも適正
　　な事務執行に努めて頂きたい。
健康衛生課では
　①　村民の方が特定健診を受け、次に再検を受けられているが、このことが、国保負担の軽減に繋がるという
　　ことを住民へ、充分に周知され、理解を頂くよう願う。
産業振興課では
　①　有害獣駆除隊の目的は達成できているが、再度、事業創設の意義を関係者において共有いただき、特産品
　　の開発や所得向上という面においてもしっかりと施策の展開を願う。
建設課では
　①　住民に最も身近な道路、公共施設の維持、補修については、迅速な対応をお願いする。また、自然災害発
　　生時の復旧対策として、住民へのきめ細かな支援体制の拡充を引き続き進めて頂きたい。

教員委員会では
　①　公民館の活動や青年団など、社会活動団体に対しては、
　　団体における実情の検討や将来性などに配慮された支援を
　　願う。
　②　アフタースクール制度については、地域住民への周知を
　　願う。
会計課では
　①　村が出資している各団体の経営状況の把握に努めて頂き
　　たい。また、公金管理についても引き続き万全を期してい
　　ただくとともに現代の状況に合った運用を願う。

次世代を担う子ども達
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今年も賑わった敬老会

国名勝に指定された熊野座神社

一 般 会 計  歳 入一 般 会 計  歳 入
村　　　税 ………………
地方譲与税 ………………
地方消費税交付金　他 …
地方交付税 ………………
分担金及び負担金 ………
使用料及び手数料 ………
国庫支出金 ………………
県支出金 …………………
財産収入 …………………
寄　付　金 ………………
繰　入　金 ………………
繰　越　金 ………………
諸　収　入 ………………
村　　　債 ………………

村　　　税 ………………
地方譲与税 ………………
地方消費税交付金　他 …
地方交付税 ………………
分担金及び負担金 ………
使用料及び手数料 ………
国庫支出金 ………………
県支出金 …………………
財産収入 …………………
寄　付　金 ………………
繰　入　金 ………………
繰　越　金 ………………
諸　収　入 ………………
村　　　債 ………………

計計 千円千円3,905,8303,905,830

246,246千円
34,985千円
45,013千円

1,964,804千円
25,005千円
31,482千円
303,137千円
312,186千円
108,571千円

553千円
418,244千円
141,916千円
46,313千円
227,375千円

246,246千円
34,985千円
45,013千円

1,964,804千円
25,005千円
31,482千円
303,137千円
312,186千円
108,571千円

553千円
418,244千円
141,916千円
46,313千円
227,375千円

議　会　費 ………………
総　務　費 ………………
民　生　費 ………………
衛　生　費 ………………
農林水産業費 ……………
商　工　費 ………………
土　木　費 ………………
消　防　費 ………………
教　育　費 ………………
災害復旧費 ………………
公　債　費 ………………
諸 支 出 費 ………………
予　備　費 ………………

議　会　費 ………………
総　務　費 ………………
民　生　費 ………………
衛　生　費 ………………
農林水産業費 ……………
商　工　費 ………………
土　木　費 ………………
消　防　費 ………………
教　育　費 ………………
災害復旧費 ………………
公　債　費 ………………
諸 支 出 費 ………………
予　備　費 ………………

計計 千円千円3,458,8683,458,868

59,543千円
860,114千円
820,309千円
251,861千円
385,674千円
16,333千円
301,321千円
120,737千円
223,381千円
5,381千円

412,033千円
0千円

2,181千円

59,543千円
860,114千円
820,309千円
251,861千円
385,674千円
16,333千円
301,321千円
120,737千円
223,381千円
5,381千円

412,033千円
0千円

2,181千円

一 般 会 計  歳 出一 般 会 計  歳 出■国民健康保険
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■後期高齢者医療
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■介護保険
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■簡易水道
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■国民健康保険
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■後期高齢者医療
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■介護保険
　歳入 …………………
　歳出 …………………

■簡易水道
　歳入 …………………
　歳出 …………………

625,573千円
592,682千円

52,597千円
52,542千円

702,898千円
687,164千円

88,657千円
80,665千円

625,573千円
592,682千円

52,597千円
52,542千円

702,898千円
687,164千円

88,657千円
80,665千円

特 別 会 計特 別 会 計

平成26年度  決 算 状 況
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田
代　
利
一 
議
員

１
．
地
域
座
談
会
に
つ
い
て

２
．
フ
ー
ド
バ
レ
ー
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

３
．
村
長
選
挙
２
期
目
へ
の
挑
戦
は

田
代
議
員　

多
様
化
す
る
村
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
村
づ
く
り
に
は
、
村
民
と
行

政
の
連
携
が
必
要
だ
。
直
接
村
民
の
声
を

聞
く
場
が
必
要
で
は
な
い
か
と
６
月
議
会

で
質
問
し
、
８
月
に
村
内
５
ヶ
所
で
地
域

座
談
会
を
実
施
さ
れ
た
。
座
談
会
の
内
容

と
出
席
者
数
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

柳
詰
村
長　

座
談
会
の
進
め
方
と
し
て
、

施
政
方
針
で
掲
げ
る
７
つ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
や
、
地
方
創
生
に
関
わ
る
事
業
の

策
定
状
況
を
説
明
し
、
全
般
的
な
質
問
を

受
け
た
。
参
加
者
か
ら
の
意
見
は
、
過
疎

化
へ
の
振
興
の
取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
弱
体
化
へ
の
対
策
、
農
林
業

の
担
い
手
不
足
へ
の
支
援
、
有
害
獣
の
農

林
産
物
へ
の
被
害
対
策
な
ど
、
本
村
が
抱

え
る
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

宮
本
総
務
課
長　

出
席
者
数
は
、
神
瀬
地

区
41
人
、
三
ケ
浦
地
区
32
人
、
一
勝
地
地

区
41
人
、
渡
地
区
50
人
、
髙
沢
地
区
26
人

の
合
計
１
９
０
人
で
あ
っ
た
。

田
代
議
員　

参
加
者
が
少
な
い
よ
う
な
感

じ
だ
っ
た
。
広
報
に
も
載
せ
て
あ
っ
た

が
、
見
て
い
な
い
人
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
参
加
者
が
ま
っ
た
く
な
い
地
区

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
防
災
無
線
で
の
周
知

は
し
た
の
か
。

宮
本
総
務
課
長　

防
災
無
線
で
も
、
４
日

間
に
わ
た
り
計
７
回
放
送
し
て
い
る
。

田
代
議
員　

一
勝
地
地
区
で
は
、
ま
っ
た

く
聞
か
な
か
っ
た
と
い
う
人
が
多
か
っ
た

よ
う
だ
が
。

宮
本
総
務
課
長　

全
村
に
わ
た
っ
て
放
送

し
た
の
で
、
一
勝
地
の
人
に
も
当
然
聞
こ

え
て
い
た
は
ず
だ
。

田
代
議
員　

区
長
文
書
な
ど
で
も
周
知
し

て
ほ
し
か
っ
た
。

宮
本
総
務
課
長　

今
後
は
検
討
す
る
。

田
代
議
員　

地
区
担
当
職
員
も
来
て
い
た

が
、
住
民
の
方
も
自
分
の
地
区
の
担
当
が

誰
か
、
ま
だ
知
ら
な
い
人
も
い
た
が
。

宮
本
総
務
課
長　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
触

れ
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。　

田
代
議
員　

参
加
者
か
ら
、
多
く
の
意
見

が
出
た
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
執
行
部
と
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
が
。

宮
本
総
務
課
長　

村
民
の
方
が
、
必
要
性

を
も
っ
て
発
言
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
生

活
に
密
着
し
て
い
る
の
で
、
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

田
代
議
員　

次
に
、
県
知
事
２
期
目
の
一

つ
の
目
標
と
し
て
県
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想

が
計
画
さ
れ
た
。
県
南
地
域
に
力
を
入
れ

て
い
く
姿
勢
が
見
え
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

村
の
振
興
に
つ
な
げ
れ
ば
と
考
え
て
い
る

が
。

柳
詰
村
長　

本
村
で
は
、
６
次
産
業
化
を

推
進
す
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定
し
運

用
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
「
あ
じ
さ
い
」
が
村
内
の
農
産
物

を
利
用
し
て
加
工
し
た
商
品
を
販
売
し
て

い
る
。

田
代
議
員　

「
あ
じ
さ
い
」
が
活
動
し
て

い
る
施
設
を
も
う
少
し
拡
大
し
、
タ
ケ
ノ

コ
な
ど
を
含
め
た
６
次
産
業
化
を
推
進
で

き
な
い
も
の
か
。

柳
詰
村
長　

事
業
を
す
る
に
は
、
財
源
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
見
き
わ
め
も

重
要
で
あ
る
。
６
次
産
業
化
の
推
進
に

は
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

田
代
議
員　

次
に
、
村
長
２
期
目
の
挑
戦

に
つ
い
て
、
６
月
議
会
で
は
、
家
族
と
の

話
し
合
い
や
、
後
援
会
へ
の
相
談
も
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
任
期
も
残
す

と
こ
ろ
半
年
と
な
っ
た
が
、
２
期
目
の
挑

戦
は
。

柳
詰
村
長　

村
政
は
、
継
続
性
が
必
要
と

思
っ
て
い
る
。
計
画
に
沿
っ
て
、
村
政
を

進
め
て
い
く
た
め
に
も
引
き
続
き
担
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

９
月
定
例　

一
般
質
問

地域座談会（一勝地地区）

村
長
２
期
目
の
挑
戦
は

村
政
は
継
続
性
が
必
要
　
引
き
続
き
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

答
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三
、
早
く
解
決
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
き

た
。
時
効
が
せ
ま
る
中
、
今
後
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

平
成
26
年
度
末
で
、
テ
レ
ビ

が
１
７
１
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
７
件

の
口
座
未
登
録
で
引
き
落
し
が
で
き
な
い

状
況
だ
が
、
11
月
ま
で
解
決
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
滞
納
の
原
因
が
庁
内
の
事

務
的
な
遅
れ
で
あ
り
、
現
状
を
深
く
認
識

し
、
反
省
を
踏
ま
え
て
、
利
用
者
に
説
明

を
行
い
、
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
処
理

し
た
い
。

多
武
議
員　

先
ほ
ど
、
来
年
の
村
長
選
に

出
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
ぜ
ひ
、
こ
の

問
題
を
解
決
し
て
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

９
月
定
例　

一
般
質
問

多
武　
義
治 
議
員

１
．
地
方
創
生
に
関
わ
る
事
業
の
内
容
は

２
．
落
石
対
策
に
つ
い
て

３
．
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料

の
滞
納
へ
の
対
応

多
武
議
員　

地
方
創
生
の
大
き
な
目
的

は
、
各
自
治
体
で
地
域
に
合
っ
た
仕
事
を

つ
く
り
出
し
、
地
方
の
急
激
な
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
狙
い
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
球
磨
村
の
地
方
創
生
に
関
わ
る
今
後

５
年
間
の
事
業
の
策
定
状
況
を
伺
う
。

柳
詰
村
長　

10
月
下
旬
に
は
、
事
業
の
内

容
を
公
表
す
る
予
定
だ
。
そ
の
取
り
組
み

内
容
は
、
球
磨
村
の
資
源
を
生
か
し
た
仕

事
づ
く
り
や
、
移
住
定
住
の
た
め
の
住
環

境
の
整
備
、
若
い
世
代
へ
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
や
買
い
物
支
援
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
る
。

多
武
議
員　

村
の
約
９
割
が
森
林
で
、
昭

和
40
年
代
前
半
ま
で
林
業
は
活
気
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
燃
料
が
木
材
か
ら
石
油
へ

変
わ
っ
た
40
年
代
後
半
か
ら
林
業
は
低
迷

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
先
人
が
植
え

た
人
工
林
が
1
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、

資
源
は
十
分
に
あ
る
。
私
は
、
球
磨
村
の

地
方
創
生
の
基
本
は
森
林
の
再
生
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
何
を
や

る
か
。
大
き
く
４
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
再
生
に
必
要
な
人
員
の
確

保
、
具
体
的
に
は
、
間
伐
に
よ
り
森
林
整

備
を
や
る
中
で
人
が
足
ら
な
い
状
況
に

な
る
。
そ
こ
で
、
村
独
自
の
事
業
で
林
業

従
事
者
育
成
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
。
２
つ

目
は
、
森
林
所
得
者
が
間
伐
す
れ
ば
儲
か

る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
だ
。
間
伐
材
の

搬
出
経
費
に
補
助
を
上
乗
せ
し
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
、
切
り
捨
て
間
伐
は
所
有
者
不

担
を
賄
っ
て
や
る
と
よ
い
と
思
う
。
３
つ

目
は
、
シ
カ
被
害
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ

と
。
４
つ
目
は
、
林
業
分
野
に
専
門
的
な

知
識
を
持
っ
た
人
を
雇
用
す
る
こ
と
も
重

要
と
思
っ
て
い
る
が
。

柳
詰
村
長　

私
は
、
林
業
従
事
者
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
給
料
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要

と
思
う
。
ま
た
、
林
業
の
専
門
職
に
つ
い
て

は
、
可
能
と
思
う
の
で
検
討
し
た
い
。

多
武
議
員　

次
に
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が

原
因
と
思
わ
れ
る
道
路
へ
の
落
石
も
多
く
見

ら
れ
、
住
民
か
ら
は
我
慢
の
限
界
を
超
え
て

い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
村
道
な
ど
へ
の

落
石
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

柳
詰
村
長　

近
年
、
雨
が
降
ら
な
く
て

も
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
落
石
が
あ
り
、
そ

の
都
度
、
除
去
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
山
林
内
も
含
め
た
抜
本
的
な
対
策
も

必
要
と
感
じ
て
い
る
。

多
武
議
員　

特
に
、
村
が
管
理
す
る
道
路

で
、
頻
繁
に
通
行
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

楮
木
～
川
島
間
や
、
中
園
～
岡
間
の
村
道

が
ひ
ど
い
状
況
だ
。
そ
の
他
に
も
、
村
道

神
瀬
大
岩
線
の
日
当
入
口
付
近
、
馬
場
地

区
か
ら
人
吉
方
面
へ
国
道
に
出
る
ま
で
、

大
槻
～
境
目
間
も
落
石
が
見
ら
れ
、

よ
く
調
査
し
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
国
名
勝
に
指
定
さ
れ
た

熊
野
座
神
社
入
口
付
近
は
、
周
り
が

村
有
地
で
も
あ
る
の
で
、
早
急
な

対
策
を
お
願
い
す
る
。

大
坂
間
建
設
課
長　

熊
野
座
神
社

は
、
国
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
た
の

で
、
景
観
に
配
慮
し
た
工
法
で
考

え
る
。

多
武
議
員　

次
に
、
村
で
運
営
す

る
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
料
の
滞
納
問
題
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
に
運
用
を
開
始
し
、
５
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
滞
納
の
多

く
の
原
因
が
、
役
場
の
事
務
的
な
遅

れ
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
再

道
路
へ
の
落
石
に
我
慢
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
が

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
感
じ
て
い
る

答

落石注意！熊野座神社入口付近
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小
川　
俊
治 
議
員

１
．
施
政
方
針
に
つ
い
て

２
．
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
に
つ
い
て

３
．
台
風
災
害
に
つ
い
て

小
川
議
員　

村
長
１
期
目
の
村
政
座
談
会

で
、
村
民
か
ら
直
接
生
の
声
を
聴
か
れ
て

の
感
想
は
。

柳
詰
村
長　

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
た

こ
と
は
、
村
民
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢

と
村
政
に
対
す
る
期
待
を
実
感
し
た
。

小
川
議
員　

座
談
会
で
村
政
７
つ
の
施
策

に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
が
、
村
長
自
身

の
評
価
は
。

柳
詰
村
長　

前
村
長
か
ら
の
引
き
継
ぎ
課

題
は
大
方
達
成
で
き
た
。
掲
げ
る
施
策
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
で
き
つ
つ
あ
る
と

思
う
。

小
川
議
員　

座
談
会
で
の
多
様
な
意
見
、

要
望
に
対
す
る
施
策
へ
の
反
映
に
つ
い
て

伺
う
。

柳
詰
村
長　

村
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
、
深
刻
な
状
況
も
あ
り
、
喫
緊
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
。

本
年
度
予
算
の
範
囲
内
で
取
り
組
め
る
事

業
は
、
直
ち
に
進
め
た
い
。
国
や
県
に
要

望
す
る
も
の
も
あ
り
、
協
議
し
な
が
ら
予

算
化
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
取
り
組
む
。

小
川
議
員　

施
策
に
つ
い
て
、
よ
く
見
え

な
い
と
の
村
民
の
声
が
あ
る
が
、
村
民
か

ら
の
意
見
要
望
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

柳
詰
村
長　

口
頭
、
文
書
に
よ
る
意
見
要

望
が
あ
る
が
、
随
時
答
え
て
い
る
。

小
川
議
員　

次
に
、
ひ
と
、
ま
ち
、
し
ご

と
創
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
、

結
果
後
の
分
析
や
施
策
に
反
映
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

柳
詰
村
長　

課
題
や
問
題
点
が
見
え
て
き

た
。
収
入
の
向
上
が
定
住
、
出
産
率
に
影

響
す
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
子
育
て
支

援
策
は
お
お
む
ね
効
果
が
高
い
。
ま
た
観

光
業
の
重
点
化
が
不
可
欠
。
若
年
層
の
農

林
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
必
要
性
。
住
宅
対

策
が
必
要
。
地
域
の
利
便
性
を
生
か
し
た
買

い
も
支
援
が
必
要
。
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

施
策
に
反
映
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
活
力

あ
る
球
磨
村
の
た
め
努
力
す
る
。

小
川
議
員　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答

の
中
に
、
「
私
的
に
意
見
が
言
え
る
活

性
化
委
員
会
が
あ
れ
ば
手
を
挙
げ
た

い
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
広
く
村
民

に
意
見
を
聞
く
、
住
民
参
加
型
の
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

柳
詰
村
長　

ど
の
よ
う
な
種
類
の
場

な
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
が
、
検
討

し
た
い
。

小
川
議
員　

次
に
、
台
風
15
号
の
被

害
状
況
と
そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

柳
詰
村
長　

村
内
被
災
状
況
の
情
報
収

集
、
村
内
道
路
の
被
災
状
況
と
消
防
団
に

よ
る
倒
木
除
去
、
生
活
道
路
の
通
行
確

保
、
要
援
護
者
、
高
齢
者
世
帯
の
安
否
確

認
及
び
被
害
状
況
の
把
握
、
三
ヶ
浦
簡
易

水
道
の
停
電
に
よ
る
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
の
対

応
、
教
育
施
設
の
被
害
及
び
始
業
式
の
延

期
の
対
応
、
農
林
被
害
状
況
の
確
認
を

行
っ
た
。

小
川
議
員　

予
測
困
難
な
面
も
あ
る
が
、

事
前
の
整
備
個
所
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
が
、
倒
木
に
よ
る
道
路
の
寸

断
、
停
電
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

宮
本
総
務
課
長　

一
例
だ
が
道
路
沿
い
の

大
木
化
し
た
木
は
伐
採
す
る
な
ど
事
前
対

策
の
準
備
を
検
討
し
た
い
。

小
川
議
員　

長
期
間
の
停
電
で
高
齢
者
の

不
安
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
避
難
所
の
開

設
の
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
避
難
所

に
発
電
機
の
整
備
は
必
要
で
は
な
い
の
か

伺
う
。

宮
本
総
務
課
長　

避
難
所
に
つ
い
て
は
被

害
の
状
況
も
考
え
、
生
活
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
あ
れ
ば
村
の
責
任
と
し
て
対
応

を
し
た
い
。
必
要
最
小
限
の
発
電
機
を
備

え
る
こ
と
は
防
災
上
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
今
後
、
予
算
化
を
図
り
必
要
な
も
の

は
整
備
す
る
。

９
月
定
例　

一
般
質
問

地域座談会（渡地区）

座
談
会
で
の
多
様
な
意
見
、
要
望
に
対
す
る
反
映
は

喫
緊
の
課
題
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る

答
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急
性
の
高
い
順
に
進
め
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

既
存
池
で
の
養
魚
、
休
耕
田

を
利
用
し
た
新
設
の
養
魚
場
へ
の
補
助
は

で
き
な
い
か
。

柳
詰
村
長　

既
存
の
施
設
に
つ
い
て
、
補

助
事
業
に
採
択
さ
れ
な
い
か
今
後
検
討
す

る
。
休
耕
地
で
の
新
た
な
事
業
に
つ
い
て

補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
が
検
討
し
た
い
。

舟
戸
議
員　

村
長
２
期
目
の
挑
戦
。
ビ

ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

柳
詰
村
長　

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
策
定
に
伴
う
新
型
交
付
金
が
支

給
対
象
と
な
る
中
、
今
年
、
来
年
と
本
村

の
将
来
の
方
向
性
を
決
め
る
重
要
な
年
と

認
識
し
て
い
る
。
村
政
は
継
続
性
が
必

要
、
支
援
を
お
願
い
す
る
。

９
月
定
例　

一
般
質
問

舟
戸　
治
生 
議
員

１
．
村
民
の
幸
福
つ
く
り

舟
戸
議
員　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
体
制
の
構
築
、
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
お
ら
れ
る
が
、
村
の
認
知
症

の
実
態
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

柳
詰
村
長　

平
成
26
年
に
介
護
認
定
さ
れ

住
宅
の
認
知
症
高
齢
者
は
、
自
立
度
５
段

階
に
も
よ
る
が
、
１
５
７
名
。
早
期
診

断
、
早
期
対
応
が
極
め
て
重
要
で
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
せ
る
よ
う
協
力
体
制
が

必
要
だ
。

舟
戸
議
員　

徘
徊
対
象
と
な
る
人
に
対
す
る

行
政
と
家
族
、
地
域
の
連
携
に
つ
い
て
は
。

板
崎
住
民
福
祉
課
長　

地
域
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
で
は
、
徘
徊
さ
れ
る
認
知

症
高
齢
者
の
安
全
を
保
持
す
る
た
め
、
地

域
住
民
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
警

察
、
消
防
署
等
が
日
常
の
業
務
の
中
で
高

齢
者
を
見
守
り
、
地
域
で
の
生
活
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
家
族
か

ら
申
請
等
に
対
し
て
徘
徊
ル
ー
ト
を
調
査

し
、
見
守
り
体
制
を
地
域
に
依
頼
し
て
い

る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
平
成
26
年
ま

で
に
４
０
２
名
を
要
請
。
今
後
は
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援

員
を
配
置
し
、
施
策
を
推
進
す
る
。

舟
戸
議
員　

若
年
認
知
症
の
方
の
就
労
継

続
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
対
応
を
伺
う
。

板
崎
住
民
福
祉
課
長　

認
知
症
に
関
す
る
相

談
窓
口
等
、
わ
か
り
や
す
く
周
知
し
た
い
。

舟
戸
議
員　

学
校
で
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
標
準
的
な
内
容
を
伺
う
。

瓜
生
教
育
課
長　

住
民
福
祉
課
職
員
が
基
礎

知
識
を
学
ん
だ
う
え
で
、
劇
に
し
た
り
し
な

が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

次
に
、
児
童
生
徒
の
給
食
で
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

柳
詰
村
長　

平
成
27
年
３
月
に
学
校
給
食

に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
指
針

に
基
づ
き
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
食

物
の
除
去
、
代
替
食
で
対
応
し
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
給

食
の
献
立
、
調
理
。
配
膳
の
仕
方
に
つ
い

て
は
。

瓜
生
教
育
課
長　

保
護
者
と
学
校
、
給
食

調
理
場
の
栄
養
士
、
教
育
委
員
会
と
の
面

談
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
物
の
除
去
、
ま
た

は
代
替
食
の
献
立
を
示
し
確
認
し
て
い
る
。

調
理
、
配
送
は
専
用
の
鍋
で
行
い
、
保
護
者

と
の
定
期
的
な
面
談
も
行
っ
て
い
る
。

舟
戸
議
員　

児
童
生
徒
の
緊
急
時
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

瓜
生
教
育
課
長　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

時
の
対
応
と
し
て
、
学
校
で
の
緊
急
対
策

体
系
で
対
処
す
る
。

舟
戸
議
員　

次
に
、
道
路
の
白
の
側
線
等

が
薄
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
道

路
管
理
者
と
し
て
状
況
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
。

柳
詰
村
長　

舗
装
が
傷
み
修
繕
工
事
を
全

面
的
に
行
う
場
合
は
白
線
も
引
き
直
す
。

舗
装
が
あ
る
程
度
し
っ
か
り
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
白
線
が
薄
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

舟
戸
議
員　

村
内
道
路
で
、
早
急
に
改

修
、
補
修
が
必
要
な
所
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の

か
。
ま
た
、
改
修
、
補
修
の
基
準
を
伺
う
。

大
坂
間
建
設
課
長　

村
道
で
、
要
点
検
が

74
カ
所
、
要
協
議
が
75
カ
所
。
改
修
、
補
修

の
基
準
は
、
傷
み
具
合
、
通
行
の
頻
度
、
緊

村
長
２
期
目
の
挑
戦
、
ビ
ジ
ョ
ン
は

将
来
の
方
向
性
を
決
め
る
重
要
な
年
、
村
政
は
継
続
性
が
必
要

答

薄くなってきた道路の白線
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嶽
本　
孝
司 
議
員

１
．
災
害
対
策
に
つ
い
て

２
．
村
発
注
の
工
事
に
つ
い
て

嶽
本
議
員　

災
害
対
策
と
し
て
、
ハ
ー
ド

面
で
は
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
が

急
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
が
進
行
中
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
村
の
災
害
対
応
で
防

災
無
線
の
機
能
に
問
題
は
な
い
か
。
ま

た
、
難
聴
地
区
は
な
い
か
伺
う
。

宮
本
総
務
課
長　

村
内
の
全
地
域
に
つ
い

て
難
聴
の
地
区
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

把
握
し
て
い
る
。

嶽
本
議
員　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

と
、
そ
の
運
用
状
況
を
伺
う
。

宮
本
総
務
課
長　

渡
地
区
で
は
、
防
災
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。
さ
ら

に
詳
し
く
村
内
に
わ
た
っ
て
詳
細
を
記
録

で
き
る
よ
う
に
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
今
年
中
に
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の

新
し
い
改
訂
版
に
つ
い
て
作
成
す
る
段
取

り
に
な
っ
て
い
る
。

嶽
本
議
員　

化
石
燃
料
を
少
な
く
す
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
外
灯
導
入
に
際
し
、
共
助
の
む
ら

づ
く
り
の
補
助
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
理
由

を
伺
う
。

宮
本
総
務
課
長　

共
助
の
村
づ
く
り
の
要

綱
の
中
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
備
品
と
い
う
考
え

方
に
な
る
の
で
、
該
当
し
な
い
。
地
区
の

取
り
組
み
内
容
次
第
で
は
、
対
応
で
き
る

こ
と
が
あ
る
。

嶽
本
議
員　

26
年
度
に
お
い
て
、
公
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
委
託
が
実
施

さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

柳
詰
村
長　

村
営
住
宅
の
進
捗
状
況
は
、

若
い
世
代
が
誇
り
を
持
て
る
村
づ
く
り
の

施
策
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
は
神
瀬
地

区
に
定
住
促
進
住
宅
の
建
設
を
予
定
し
て

い
る
。
７
月
に
建
築
設
計
、
監
理
業
務
委

託
の
入
札
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
８

月
に
造
成
工
事
を
行
い
、
工
期
を
８
月
か

ら
11
月
下
旬
ま
で
と
し
、
現
在
施
工
中
で

あ
る
。
造
成
工
事
完
了
後
は
速
や
か
に
村

営
住
宅
建
築
工
事
を
発
注
す
る
。

嶽
本
議
員　

次
に
、
安
心
・
安
全
な
村
づ

く
り
で
村
長
が
迂
回
路
に
つ
い
て
前
向
き

で
あ
る
が
、
設
置
し
て
も
行
き
先
の
表
示

が
重
要
だ
と
思
う
の
で
、
表
示
板
も
お
願

い
し
た
い
。

柳
詰
村
長　

道
路
網
の
整
備
と
い
う
事
で

林
道
事
業
で
、
今
、
開
設
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

嶽
本
議
員　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
で
、

今
回
独
居
老
人
の
見
回
り
を
さ
れ
た
か
、

食
事
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
ど
う
村
で
対
応
さ
れ
た
か
伺
う
。

板
崎
住
民
福
祉
課
長　

球
磨
村
災
害
時
要

援
護
者
支
援
計
画
が
あ
り
、
現
在
、
１
３

７
名
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
方
に
関
し

て
は
、
連
絡
が
と
れ
る
と
こ
ろ
は
、
民
生

委
員
に
お
願
い
し
て
、
安
否
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

嶽
本
議
員　

今
回
の
台
風
で
、
地

区
担
当
職
員
の
対
応
、
行
動
に
つ

い
て
、
ど
う
だ
っ
た
か
伺
う
。

宮
本
総
務
課
長　

地
区
担
当
職
員

に
お
い
て
は
、
区
長
、
班
長
、
消

防
団
の
関
係
者
と
連
絡
を
と
り
あ

い
な
が
ら
、
対
応
を
と
ら
せ
て
い

た
。
い
ろ
い
ろ
遅
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

対
応
し
て
い
く
。

９
月
定
例　

一
般
質
問

今
回
の
台
風
で
地
区
担
当
職
員
の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た

対
応
が
遅
れ
た
こ
と
は
今
後
の
課
題

答

台風による20ヘクタールの風倒木（大瀬地区）
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そ
の
中
で
小
水
力
発
電
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
一
機
導
入
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
蓄
電
器
を
備

え
る
事
に
よ
っ
て
解
消
す
る
の
で
は
。

柳
詰
村
長　

小
水
力
発
電
は
先
送
り
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
全
体
を
見
比
べ
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
調
査
し
議
会
と
相
談
し
て
場
所

等
も
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

髙
澤　
康
成 
議
員

１
．
災
害
対
策
に
つ
い
て

髙
澤
議
員　

今
回
の
台
風
15
号
に
よ
る
影

響
で
球
磨
村
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
幾
度
と
な
く
災
害

に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
度
に
議
会
か
ら
被
害

状
況
や
今
後
の
対
策
な
ど
議
論
さ
れ
て
き

た
と
思
う
。
災
害
を
通
じ
て
検
証
・
反

省
・
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
、
住
み
よ

い
・
安
心
な
村
・
災
害
に
強
い
村
と
な
る
こ

と
だ
と
思
う
。
災
害
に
お
い
て
役
場
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
・
災
害
弱
者
へ
の
支
援
・
避

難
場
所
の
機
能
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
消
防

団
の
役
割
・
救
急
搬
送
に
お
け
る
迅
速
的
対

応
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
喪
失
時
の
対
応
等
、
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
の
災

害
に
お
け
る
対
策
・
支
援
に
つ
い
て
や
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
考
え
方
・
球
磨
村
防
災

計
画
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

柳
詰
村
長　

最
近
、
地
域
防
災
力
の
強
化

の
為
に
自
主
防
災
組
織
が
問
わ
れ
て
い

る
。
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
事
は
、
行
政
上
最
も
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
の
身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る
自

助
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て

い
る
地
域
や
近
隣
の
人
達
が
集
ま
っ
て
互

い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災
活
動
に
組

織
的
に
取
り
組
む
共
助
が
必
要
と
考
え

る
。
公
助
の
支
援
と
し
て
、
活
動
へ
の
支

援
、
発
電
機
や
投
光
機
な
ど
機
器
類
の
支

援
は
重
要
な
事
と
考
え
て
い
る
。

宮
本
総
務
課
長　

救
急
搬
送
等
、
可
能
な

限
り
迂
回
路
を
確
保
す
る
事
は
、
日
頃
よ

り
検
討
し
て
い
る
。

髙
澤
議
員　

今
回
の
災
害
に
お
け
る
避
難

指
示
等
、
本
部
長
な
り
に
適
正
で
あ
っ
た

か
伺
う
。

柳
詰
村
長　

台
風
の
時
は
、
休
み
を
と
っ

て
大
阪
に
行
っ
て
い
た
。
予
防
避
難
を
し

よ
う
か
と
い
う
事
で
連
絡
を
と
り
８
月
24

日
の
６
時
に
避
難
を
呼
び
掛
け
し
た
と
こ

ろ
だ
。

内
布
副
村
長　

避
難
所
も
開
設
を
し
、
台

風
の
状
況
等
を
見
な
が
ら
次
の
対
応
す
べ

く
、
村
長
と
い
つ
で
も
連
絡
が
と
れ
る
状

態
だ
っ
た
の
で
、
情
報
を
寄
せ
な
が
ら
、

体
制
を
と
る
べ
く
待
機
を
し
て
い
た
。

髙
澤
議
員　

農
産
物
被
害
に
対
す
る
行
政

支
援
は
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　

資
金
借
入
時
の
利

子
補
給
を
す
る
時
を
決
め
た
。
期
間
は
一

応
３
年
を
基
本
に
し
て
い
る
。

髙
澤
議
員　

災
害
避
難
場
所
と
し
て
機
能

を
果
た
さ
な
か
っ
た
事
実
が
あ

る
、
村
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
く
の
か
。　

柳
詰
村
長　

避
難
所
に
対
し
発
電

機
も
含
め
備
蓄
品
等
、
随
時
進
め

て
い
く
。

髙
澤
議
員　

今
回
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
確
保
さ
れ
ず
、
情
報
を
得
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
。
球
磨
村
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
・
球
磨
村
地
球

温
暖
化
実
行
計
画
の
中
に
、
本
村

は
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
地
域
、
河
川
の
氾
濫
や

内
水
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
に
よ
り

集
落
が
孤
立
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
、
災
害
時
で
も
安
定
供
給

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。

９
月
定
例　

一
般
質
問

避
難
場
所
と
し
て
機
能
を
果
た
さ
な
か
っ
た
事
実
が
あ
る
が

発
電
機
を
含
め
備
蓄
品
等
随
時
進
め
て
い
く

答

台風による土砂崩れ（松野地区）
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編
集
後
記

　

８
月
に
九
州
に
上
陸
し
た
台
風
15

号
に
よ
り
、
球
磨
村
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。

　

倒
木
や
電
柱
の
倒
壊
、
電
線
の
断
線

に
よ
る
停
電
、
道
路
封
鎖
と
い
っ
た
村

民
に
と
っ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き

な
影
響
が
出
た
。
さ
ら
に
収
穫
期
を
迎

え
た
農
作
物
に
も
、
多
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。

　

我
家
も
梨
農
家
で
あ
る
が
、
無
残

な
姿
に
涙
も
出
な
い
く
ら
い
、
あ
然

と
し
た
。

　

春
先
の
長
雨
に
よ
る
着
果
不
良
、
そ

し
て
今
回
の
台
風
、
自
然
災
害
の
恐
さ

を
実
感
し
た
。

　

今
後
、
災
害
の
な
い
球
磨
村
と
願
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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　文化庁が平成27年度から創設した日本遺産の認定を受けた相良三十三観音めぐりの中の一
つ、第五番札所が鵜口観音です。相良三十三観音は、人吉藩家老井口氏により藩内に選定さ
れたもので、各札所は地域住民の精神的な拠り所として信仰を集めています。
　鵜口観音堂は、渡と三ヶ浦を結ぶ相良橋を渡り、大無田方面へ約50メートル進み、右手の
急な石段を登った山腹に銀杏や松の大木に囲まれて鎮座します。
　堂は、木造瓦葺きで、間口、奥行とも約３メートル、東北東向きに建っています。
　本尊は木造十一面観音菩薩立像、彫眼・金箔塗・輪光背をいただいています。脇の木造毘
沙門天像は、台座の上の天邪鬼を踏みつけ、３ヶ所に炎をあしらった輪光を背に、左手に宝
塔、右手にさんさげきを持ち、いかめしく立っています。木造不動明王像は、火炎光背をい
ただき岩座の上に立っています。水難防止、交通安全に霊験あらたかな観音様として崇めら

れています。
　観音堂の管理は、鵜口区の堂役（４軒１
組で１年交代の輪番制）が当っています。
堂役は毎月堂の清掃や花の取り換えを行う
ほか、旧暦６月18日の観音まつりには、接
待役を務めます。
　また、春秋の彼岸にはのぼりを立て、江
戸時代から続く巡礼参拝者に接待の茶立て
をするのも堂役の役目です。皆さんも今
回、日本遺産の認定を受けました鵜口観音
堂を訪れてみませんか。

相良三十三観音
霊場第五番札所鵜口観音

眼下に球磨川  眺めも素晴らしい鵜口観音
鵜口班長　　原　　和彦


